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１ はじめに

本稿では Jackendoff（１９７７：１２６）にならい，
英語の数詞（numeral）を基数詞（cardinal）
と準数詞（seminumeral）に分類する。基数
詞は限定詞を伴う必要のない（１）のようなも

のを指し，準数詞は限定詞を伴う必要のある

（２）のようなものを指す。

（１） （the） two oranges,（these） three

people,（those）four children, etc.
（２） a．＊（a）hundred oranges,

b．＊（the）thousand people,
c．＊（three）million children
d．＊（five）dozen eggs

本稿の目的は，英語の準数詞が見せる独特

の形態的・統語的ふるまいを Head�Driven
Phrase Structure Grammar（以下 HPSG）
の理論的枠組みにおいて説明することである。

本論は以下のような構成である。まず第２

節で，英語の準数詞が普通名詞の一種である

と考えられるにもかかわらず独特の統語的振

る舞いを見せることを概観する。第３節で

HPSGの枠組みを導入し，第４節で準数詞の
形態的・統語的特性を説明する。第５節は本

論のまとめである。

２ データ

２．１ 名詞としての準数詞

この節では，準数詞が普通名詞の一種であ

ることを示す（Jackendoff １９７７：１２８, Van
Eynde２００６：１５３ff）。
第一に，準数詞は普通名詞と同様の屈折形

態をもつ。

（３） a. Hundreds of community playground
schemes in England are being
axed or scaled back because of
government cuts.
（http://www.bbc.co.uk／news／
education�１０９１２７２３）

b. Authorities have been left red�
faced after it was revealed that it
has thousands of people who are
dead listed on record as still alive.
（http://www.guardian.co.uk／world
／２０１０／sep／１０／japenese�centenarians�
records）

c. Millions of Britons are facing a
�retirement recession�, experts warn,
as official figures show the num-
ber of people paying into com-
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pany pension schemes fell last
year.
（http://www.telegraph.co.uk／
finance／personalfinance／８０９３３５５／

Millions�of�Britons�face�a�
retirement�recession.html）

d. Dozens of footballers are missing
out�of�competition drug tests.
（http://www.timesonline.co.uk／tol／
sport／football／article７０６９７１７.ece）

このように，準数詞は通常の普通名詞と同様

の複数形を持つ。

第二に，単数形の準数詞は単数普通名詞と

同様に限定詞を必要とする。

（４） ＊（a）hundred／thousand／million／dozen
（５） ＊（a）book
通常の単数形普通名詞は（５）のように限定詞

がなければ非文法的だが，（４）が示すように

単数形準数詞も同様に限定詞が義務的である。

第三に，普通名詞の複数形と同じく，複数

形の準数詞は限定詞を必要としない。

（６） a. （the） books
（７） a. And I�m giving a voice to the hun-

dreds of people who don�t have a
voice.（BNC：A４A２６）

b. Hundreds of people are believed to
have been killed and ２００，０００
driven from their homes.（BNC：
AL６８７２）

複数形準数詞は（７）aが示すように限定詞を
伴うことができるが，（７）bや（３）の各例が示
すようにそれは義務的ではない。これは（６）a
が示す複数形普通名詞と同様である。

以上の観察から，準数詞を普通名詞の一種

と考える。

２．２ 問題点

２．１で見たように，準数詞は通常の普通名

詞と同様のふるまいを示す。このように考え

ると，以下に見るような準数詞と普通名詞の

対立は非常に興味深い。

基数詞 oneは単数形の名詞を後続させ，
それより大きい数を表す基数詞は複数形の名

詞をとる。

（８） a. one book
b. ＊one books
c. two／three／ten books
d. ＊two／three／four／ten book

しかし，準数詞と基数詞の組み合わせはこれ

とは異なる振る舞いを示す。（９）を見てみよう。

（９） {one／two／ten}{hundred／thousand／
million／dozen}

（９）が示すように，準数詞の単数形は oneだ
けではなく，２以上の数を表す基数詞ととも

に用いることができる。後者の場合にも準数

詞は単数形のままである。

次に，（１０）の各例を見てみよう。

（１０）a. Of these hundred mutations , about
four will alter the meaning of
genes by changing the amino acid
sequences of proteins.
（http://www.guardian.co.uk／books／
２００４／sep／０１／guardianfirstbookaward
２００４. gurardianfirstbookaward２）

b. There are four Horler originals
among these dozen tracks , which I
think makes this his recording de-
but as a composer.
（http://www.guardian.co.uk／music
／２００９／aug／２３／john�horler）

c. A realignment of the work of
those thousand teachers aimed as
much at servicing teachers and
schools as at treating individual
pupils is a realistic consideration.
（BNC：GUR９４７）

d. We�re expecting over a million
people through the centre during
the Easter period, and we antici-
pate that we will get those million
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customers .
（http://www.telegraph.co.uk／finance
／newsbysector ／ retailandconsumer
／５１３７１３０／Terror�plot�shopping�
centres�say�its�business�as�usual.
html）

２．１で明らかにしたように準数詞は普通名詞

の一種であるので，その単数形は限定詞を義

務的に伴わなければならない。（１０）の各例の

イタリック部分の hundred, dozen, thousand,
millionは明らかに単数形であるので，限定
詞が義務的である。そしてその限定詞は，（１０）

a, bでは these，（１０）c, dでは thoseである。
しかし，通常の普通名詞の単数形が theseや
thoseを伴うことはなく，これらの限定詞に
後続する場合はかならず複数形でなければな

らない。

（１１）a. these books／＊book
b. those cars／＊car

このように準数詞は通常の普通名詞とは異な

り，複数形の限定詞に単数形が後続できると

いう特徴を持つ。

２．３ まとめ

本節での観察をまとめると以下のようにな

る。第一に，準数詞は普通名詞の一種と考え

られる。第二に，準数詞は通常の普通名詞と

は異なり，単数形であっても，２以上の数を

表す基数詞や複数形限定詞 theseや thoseに
後続することができる。

以下本論では，HPSGの枠組みでこのよう
な準数詞の特徴を説明することを試みる。

３ HPSGから見た名詞句

３．１ 理論的前提

HPSGは制約に基づく（constraint�based）
文法理論のうちのひとつであり，派生的規則

を用いずに，語や句に対する各制約の相互作

用によって言語現象を記述する（Pollard and

Sag１９８７，１９９４など）。この理論では，言語
表現がいろいろな「タイプ」に分類され，そ

れらに対して「制約」が課される。

HPSGにおいて，全ての言語表現は sign

というタイプに属する。タイプは，上位のも

のと下位のものが階層構造を成しており，sign

は word と phrase という各下位タイプに分類

される。その階層構造は以下のように表され

る。

（１２）

語彙項目は word というタイプに属し，句は

phrase というタイプに属する。

各タイプの持つ情報は，制約として与えら

れ，「素性構造」の形で表示される。例えば，

sign というタイプは以下のような制約をもつ。

（１３）

（１３）では，sign に課される制約が矢印の右側

に素性構造として表示されている。素性構造

とは，「素性」とその「値」を表示する構造

である。（１３）では，PHONOLOGYと SYN-
SEMが素性を表しており，phon と synsem

が値を表している。PHONOLOGYは値とし
て音韻的情報をとり，それは phon というタ

イプの下位タイプとして表示される。SYN-
SEM素性は値として意味・統語的情報を表
示し，それは synsem というタイプの下位タ

イプとして表示される。（１２）のタイプ階層に

よって，sign に対する制約は下位タイプであ

る word と phrase に継承される。

３．２ 名詞句の基本構造

本研究では，Allegranza（１９９８）や Van
Eynde（２００５，２００６）に従い，主要部を選択
する機能を持つ非主要部を functorと呼び，
限定詞はその functorの一種であると考える。
限定詞つきの名詞句は名詞が主要部であり，

非主要部である限定詞が主要部を選択する。
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限定詞 aの語彙情報として以下のものを仮定
する。

（１４）

（１４）の表示していることは，限定詞 aは単数
名詞を選択する限定詞であり，それ自体は限

定詞を必要としないということである。HEAD
という素性は，その語句がどの品詞に属する

かを表示する。SELECTはその語句がどの
ような他の語句を選択するかを表す。AGR
は形態・統語的特性を表示するものであり

（Kathol１９９９， Kim２００４，Wechsler and
Zlatic�２０００），NUMはそのうち形態的な数
を表示する。（１４）で NUMの値が sg となっ

ているのは，限定詞 aは単数形名詞を選択す
るということである。MARKINGは，その
語句が限定詞を含んでいるかどうか，あるい

は限定詞を持たずに単独で機能できるかどう

か，といった情報を表し，marked は限定詞

をすでに含むということを表している。

MARKINGについて少し詳しく見てみる。
このMARKINGのもつ値は以下のようなタ
イプ階層をもつ（Van Eynde２００５，２００６）。
（１５）

MARKINGの値はまず，限定詞を含む the
bookや those booksなどの句，あるいは限
定詞単独で用いられる thatや theseなどの
語である marked なものと，限定詞を含まな

い bookや waterなどの unmarked なものに

分類される。後者はさらに incomplete と bare

に分類される。まず incomplete は，限定詞な

しでは不完全であり，義務的に限定詞を必要

とする単数可算名詞がこれに当たる。また，

限定詞がなくても表現として成り立つ，複数

形可算名詞 booksや不可算名詞 waterなど
のMARKINGの値が bare となる。

以上に従い，名詞 book の語彙情報を以下

のように表示する。

（１６）

（１６）の表していることは，book は単数形名

詞であり，限定詞を必要とする（[MARKING
incomplete]）ということである。
（１４）と（１６）を組み合わせた名詞句 a book

の構造は（１７）のようになる。

（１７）

HPSGの表示では，同じ情報は同じ番号で表
される。まず，bookのもつ構造が�として
表されていることに注意されたい。また限定

詞 aも SELECTの値として�をもっている。
これは aが bookを選択しているということ
を表している。次に，a bookの HEADの値
が主要部である bookの HEADの値と同じ
�である。これは，句の品詞に関する情報が
主要部によって決定されることを捉えている。

限定詞 aはそれ自体が限定詞であるので，
MARKINGの値は marked である。そして a
bookは限定詞を含む句であるのでMARKING
の値は marked になるが，�によって示され
ている通り，これは限定詞 aから継承されて
いる。

次に，単数形限定詞である thisや thatは
（１８）a，複数形限定詞である theseや those
は（１８）bの構造を持つと仮定する。
（１８）

（１８）aは，thisや thatが単数形名詞を選択す
る単数形の限定詞であることを示しており，

（１８）bは，theseや thoseが複数形名詞を選
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択する複数形の限定詞であることを表してい

る。これらの構造では限定詞自身の AGRの
値とそれが選択する名詞の AGRの値が共有
されていることに注目したい。これは両者の

間には形態的な一致がなければならないこと

を示している（Kathol１９９９，Kim２００４，
Wechsler and Zlatic�２０００）。このことから，
単数形限定詞と単数形名詞，複数形限定詞と

複数形名詞句の組み合わせが認可され，複数

形限定詞と単数形名詞，単数形限定詞と複数

形名詞の組み合わせは排除される。

（１９）a. this book／＊books
b. these books／＊book

４ 準数詞を含む構造

この節では，２節で観察したような準数詞

の統語的・形態的振る舞いについて，前節で

導入した枠組みでの説明を試みる。

４．１ 準数詞の名詞性

２．１で明らかにしたように，準数詞は普通

名詞の一種と考えられる。また，（４）に示し

たように，単数形準数詞は限定詞を伴わなけ

れば非文法的である。（４）を以下に再掲する。

（２０）＊（a） hundred／thousand／million／dozen
また，単数形準数詞は形態的には単数形では

あるが，意味的には複数である。以上のこと

から，単数形準数詞は以下の情報を持つもの

と考えられる。

（２１）

HEADの値（noun [AGR�NUM sg]）は hun-
dredや dozenなどが単数形名詞であること
を表示しており，MARKINGの値（incom-

plete）はそれらが限定詞を義務的に必要とす

ることを表している。CONTENT素性は値
として意味情報を表示する。INDEXは発話
のコンテクストの中の個体に結び付けられて

おり，NUMの値はその数を表す。NUMの
値が pl であることにより，単数形準数詞が

意味的には複数であることが表示される。

限定詞 aの構造は（１４）ですでに見た。（２２）
に再掲する。

（２２）

ここで，SELECTの値が noun[AGR�NUM sg]
になっていることに注意されたい。これは，

限定詞 aは形態的単数形の名詞を選択すると
いうことを表している。つまり，aの選択す
る相手は形態的に単数形であればよいのであっ

て，意味的には複数であってもよいというこ

とである。（２１）で見たように，準数詞は形態

的には単数であるが，意味的には複数である。

このことから，限定詞 aが複数の意味を表す
準数詞を選択することが可能になる。また，

準数詞のMARKINGの値は incomplete であ

る。このことから，準数詞は限定詞が義務的

であるという（２０）の示す事実が予測される。

限定詞 aと準数詞の組み合わせである a hun-
dredという句は，以下のような構造をもつ。
（２３）

（２３）では，限定詞 aが単数形名詞 hundred
を選択しており，前者からはMARKINGの
値（marked），そして後者からは単数形名詞
としての形態的情報（noun [AGR�NUM sg ]）
と，意味的には複数であるという情報（�で
表示されている）が句レベルに継承されてい

る。（２１）で見たように hundredは意味的に
は複数（[INDEX�NUM pl ]）であることから，
句レベルの a hundredもまた，意味的に複数
となる。

さらに，aと同様に単数形名詞を伴う限定
詞である eachや everyも（２２）の基本構造を
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持つと仮定することにより，これらの限定詞

も準数詞の後続を許すという以下の事実が予

測できる。

（２４）a. However, still in ２００１ those aged
over ８５ will still constitute only
１７ in each thousand of total popu-
lation.（BNC：FP４２９）

b. This practice has coincided with
the development of the cow dis-
ease bovine spongiform encephalo-
pathy（BSE or �mad cow disease�）
which is believed to affect one
cow in every thousand .（BNC：BN
４１７３４）

また，thisや thatという単数形限定詞が
（１８）aの構造を持つとすると，これらが準
数詞を伴うという（２５）の示す事実が予測され

る。（１８）aを（２６）に再掲する。
（２５）a. And it�s not just this thousand.

（BNC：EV１２２９３）
b. And amongst this hundred, ninety
two say yes.（BNC：FLG９）

（２６）

（２６）に示すように，thisや thatはそれが選
択する名詞と AGRの値として [NUM sg ]
を共有しており，両者の間には形態的な一致

がなければならない。しかし，一致が要求さ

れるのはあくまでも AGRの値として表示さ
れる形態・統語的な数であり，準数詞の持つ

意味的な複数性（[INDEX�NUM pl ]）は問題
にならない。よって，単数形限定詞と準数詞

は（２５）のように適合する。

最後に，複数形の準数詞が通常の普通名詞

と同様に限定詞を必要としないという（７）b
で観察した事実は，複数形準数詞に（２８）の構

造を仮定することで捉えることができる。（７）

bを（２７）に再掲する。
（２７） Hundreds of people are believed to

have been killed and ２００，０００
driven from their homes.

（２８）

複数形であるので HEADの値が[AGR�NUM
pl ]となっていることに加えて，MARKING
の値は bare になっている。３．２節において，

Van Eynde（２００５，２００６）に従って，複数形
可算名詞 booksや不可算名詞 waterなど限
定詞を必要としないもののMARKINGの値
が bare であると仮定した。複数形準数詞は

複数形可算名詞の一種であるとすると，books
などと同様に複数形準数詞のMARKINGの
値は bare であることになり，これらにとっ

て限定詞は義務的ではないことが捉えられる。

４．２ 準数詞と基数詞

２．２節で観察したように，準数詞は通常の

普通名詞とは異なり，単数形であるにも関わ

らず２以上の数を表す基数詞に後続すること

ができる。それを示す（９）の例を以下に再掲

する。

（２９） {one／two／ten} {hundred／ thousand
／million／dozen}

本節では，準数詞の示すこのような特異な性

質の説明を試みる。

まず，２以上の数を表す基数詞は以下のよ

うな構造を持つと考える。

（３０） [HEAD�SELECT noun[INDEX�NUM
pl ]]

（３０）の SELECTの 値 が noun [INDEX�NUM
pl ]になっていることに注意されたい。これ
は，２以上の数を表す基数詞は意味的複数の

名詞を選択することを表している。つまり，

これらが選択する相手は意味的に複数であれ

ばよいのであって，形態的には単数形であっ

てもよいということである。（２１）で見たよう

に，準数詞は意味的には複数であるが，形態

的には単数である。（２１）を（３１）に再掲する。
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（３１）

このように，２以上の数を表す基数詞は意味

的複数の名詞を選択すること，そして準数詞

が意味的に複数であるということから，準数

詞が２以上の数を表す基数詞に後続できると

いう（２９）の示す事実が説明される。

４．３ 準数詞と複数形限定詞

２．２節で観察したように，準数詞は通常の

普通名詞とは異なり，それ自身は単数形であ

るにも関わらず，複数形の限定詞である those
や theseに後続することができる。それを示
す（１０）の例を（３２）に再掲する。

（３２）a. Of these hundred mutations , about
four will alter the meaning of
genes by changing the amino acid
sequences of proteins.

b. There are four Horler originals
among these dozen tracks , which I
think makes this his recording de-
but as a composer.

c. A realignment of the work of
those thousand teachers aimed as
much at servicing teachers and
schools as at treating individual
pupils is a realistic consideration.

d. We�re expecting over a million
people through the centre during
the Easter period, and we antici-
pate that we will get those million

customers .
複数形限定詞の構造（１８）bを（３３）に再掲する。
（３３）

この構造は，複数形限定詞はそれが選択する

名詞と形態的に一致することを示している。

しかし単数形準数詞は（３１）が示すように単数

形であり，複数形限定詞との組み合わせは排

除されることになってしまう。そこで，限定

詞だけでなく準数詞も functorの一種と考え，
（３４）の構造を持つものと考える。

（３４）

SELECTの値として noun [INDEX�NUM pl ]
をとっていることに注意されたい。これは準

数詞が意味的に複数の名詞を選択することを

示している。

以上に基づき，（３２）のイタリック部分のよ

うな表現は（３５）のような構造をもつと考える。

（３５）

まず準数詞が名詞と組み合わせられる。準数

詞 dozenは（３４）の構造をもつので，意味的
に複数の名詞を選択する。名詞meetingsは
通常の複数形普通名詞であり，形態的に複数

形であると同時に意味的にも複数である。ゆ

えに準数詞 dozenによって選択されること
が可能である。それらの組み合わせである

dozen meetingsはMARKINGの値 incomplete

を dozenから継承する。また HEADの値は
meetingsから継承され，形態的に複数形で
あることが示される。複数形限定詞は（３３）が

示すようにそれが選択する名詞と形態的に複

数で一致していなければならないが，dozen
meetingsは主要部meetingsから形態的複数
の情報を継承しているので，その要請を満た

す。

このように，準数詞を functorであると仮
定することにより，まず主要部名詞と準数詞
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を組み合わせる。そうしてできた句は形態的

複数の情報を主要部名詞から継承することに

なる。その結果的，形態的複数形の名詞を選

択する複数形限定詞との組み合わせが可能と

なる。

５ おわりに

本研究での議論をまとめると次のようにな

る。まず第２節で，hundredや thousandな
ど英語の準数詞の形態的・統語的特徴を概観

し，準数詞は普通名詞の一種であることを確

認した。しかし，単数形準数詞は通常の普通

名詞とは異なり，自身が単数形であるにもか

かわらず，２以上の数を表す基数詞や，these
や thoseといった複数形限定詞と組み合わせ
られる。第３節で HPSGの枠組みを導入し
たうえで，このような準数詞の特性を説明す

ることを第４節で試みた。そこではAllegranza
（１９９８）や Van Eynde（２００５，２００６）に従っ
て限定詞が主要部名詞を選択すると仮定した

うえで，基数詞は意味的複数の名詞，複数形

限定詞は形態的複数形の名詞を選択すると提

案した。それにより，準数詞の特性がうまく

説明できることを示した。
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［Abstract］

Morphosyntax of Seminumerals in English

Takafumi MAEKAWA

English seminumearals, such as hundred and dozen , can be seen as a kind of common
noun. However, there are some differences between common nouns and seminumerals. First,
unlike singular common nouns, singular seminumerals can combine with cardinal numerals
that express numbers greater than one（e.g., ＊two book vs. two hundred）. Second, singular
seminumerals can combine with plural determiners such as these and those , but singular
common nouns cannot（＊these book vs. these hundred meetings）. In this article, the author as-
sumes that determiners select the head noun as a �functor�, and shows that Head�Driven
Phrase Structure Grammar can give a satisfactory account of these phenomena.

Key words： Head�Driven Phrase Structure Grammar, Seminumeral, Determiner

英語の準数詞の形態的・統語的特性について

― 23 ―




